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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 ベーチェット病（以下B病）の血液房水柵の障害と

病態の関連を臨床上，血液房水柵の障害を定量的に示

す指標から検討し解明することを目的とした．

 方法

 対象はB病25例47眼，これと性，年齢分布の等しい

コントロール16例32眼である．フルオレセンイソ（以

下フルオ）10mg／kgを静注後，蛍光虹彩撮影を行うと

ともに，Fluoromet Mode1120を用い静注前10分，静

注後10，30，60，90，120分の前房内フルオ濃度（Fa）

の測定を行った．同時に血漿中蛋白非結合フルオ二二

（Fp）を測定し，血液房水柵の透過性の指標となる虹彩

透過性係数（kdpa）を求め，これとFa／Fpとを比較し

た．検査は眼発作後1週間以上経過した寛解期を選び

施行した．

 結果

 B病もコントロールもkdpaとFa／Fpの間に有意

な正の相関がみられ，Fa／Fpは臨床的に応用可能な血

液房水柵の定量的指標となり得るものと考えられた．

B病のkdpa， Fa／Fpはともにコントロールに比し有

意に高値を示し，B病の中で蛍光虹彩撮影で漏出の

あったものはFa／Fpが高値を示した．房水流量係数

Kfaは寛解期のB病とコントロールで著しい差がな

かった．同一症例で眼発作後，時間が経過するほど，

Fa／Fpは低下していた． B病群全体で眼発作後， Fa／

Fpは次第に低下し約1ヵ陣するとほぼ一定の値を

とった．B病の眼発作の多いものが，少ないものより

Fa／Fpは高値であった．

 結論

 血液房水柵の透過性の指標としてkdpaのかわり

に，臨床的にFa／Fpが簡便かつ有用であり，血液房水

柵の障害の程度はFa／Fbに反映されていた． Fa／Fp

はフルオ静注後60分の値が安定していた．B病の

kdpa， Fa／Fpはコントロールに比し有意に高値を示

し，B群では眼症の寛解期においても血液房水柵に障

害のあることが示唆された．定量的なFa／Fpの値と，

定性的検査法である蛍光虹彩撮影の所見とはよく一致

していた．本症の眼病型別では網脈絡膜炎型が虹彩毛

様体型に比べて有意に高いFa／Fp値を示し， Fa／Fp

は臨床的な重症度の把握に適していた．眼発作後の経

過日数とともに約1ヵ月までFa／Fpに低下がみられ，

B病の血液房水柵の障害には眼発作の経過とともにあ

る程度の改善がみられた．検査施行前1年間の眼発作

回数が多いほどFa／Fpの値は高く，B病の血液房水柵

の障害の程度は眼病変の重症度を反映していた．Fa／

Fpは治療薬の選択や予後を判断する手段としても有

用であった．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 本論文はフルオレセインを静注し，前房水のフルオロメトリーを行い，血液房水柵の機能の定量的表示を検

討したもので，ベーチェット病では眼病変の重症度を反映することを明らかにし，本法が治療法の選択や予後

の判定に有用なことを証明した学術上価値ある論文である．
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